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日田支部　櫻　木　弘三郎

【平成27年度夏休み親子折り紙建築教室】

日田支部青年部の継続事業である、夏休み親子折
り紙建築教室を平成 28 年８月 11 日に日田市複合
文化施設ＡＯＺＥにて開催しました。

運営方である私たちの悩みは参加者の動員です。
近年は日田市内小学校高学年の児童を対象に折り紙
建築教室を実施していたのですが、30 名の募集に
対し 10 名強の応募と毎年参加者の動員に苦戦して
いました。夏休みとはいえ最近の小学生は部活動や
習い事で忙しくしており、週末は保護者を伴い不在
になるケースが多く、参加したくても参加できない
という声があったことから、今年度は新設されたば
かりの祝日山の日（８／ 11）に日程を選定し、高
学年のみならず全学年を対象とすることで動員増を
試みました。結果、動員に関していえば募集人数
30 名を大幅に超える応募があり、日程選定と高学
年に限定しないことが功を奏したと言えます。今後
もしばらくは「８月 11 日は折り紙建築教室がある」
と認識していただけるように周知していくのも良い
手立てだと思います。

建築士会日田支部も例外なく会員数が減少傾向に
あります。参加者多数になれば、必然的にスタッフ
も多く必要になるわけで、折り紙建築教室に限らず
事業を開催する際には頭を抱えるのですが、恵まれ
ていることに市内には建築科のある日田林工高等学
校があります。今年を含めて過去３年に亘り建築科
の生徒にボランティアスタッフとして協力いただき
ました。建築の道を志す若者たちと一緒に事業を行
なえるのはとても有意義な機会と考えます。

さて、折り紙建築教室の当日は建築士会日田支部
会員 10 数名と高校生９名のスタッフで 30 名の児
童をお迎えし、一通り注意事項と作り方を説明した
後、１～３年生用と４～６年生用に分けたそれぞれ
３課題に取り組んでいただきました。私の説明不足
によって難しい課題から作り始める児童がいて混乱
を招いた一幕もありましたが、スタッフの皆さんが

上手くフォローしてくれたこともあって、なんとか
続行することができました。また、高校生スタッフ
の冗談を交え、一緒に楽しみながら子ども達とコミ
ュニケーションを図る姿を頼もしく思いました。

楽しみながら泣きそうになりながら、紙を切って
折り曲げて、一生懸命に作業を行なう子ども達を可
愛らしく思います。低学年のお子さんにはちょっと
難しい課題でしたが、その時には親御さんが手解き
し一緒になって取り組む（親御さんの方が真剣にな
ってしまうという微笑ましい光景もありました）こ
とで、親子の絆を深める一助になったかと思います。
長いようで短い２時間の親子折り紙建築教室が終わ
り参加者へ感想を求めたところ「難しかった」でも

「楽しかった！」と子ども達の満面の笑み。10 年後、
20 年後、この時の小学生、高校生と一緒に建築の
仕事に携わる時がくるかもしれませんね。

平成27年度 公益事業の成果 日 田 支 部平成27年度 公益事業の成果 日 田 支 部
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別府支部長　浅野　健治

平成27年度公益事業「別府湾岸景観調査」

◇はじめに
別府湾岸沿いに生活している我々にとって「建築

士が考える景観ってなんだろう？」そんな疑問が湧
いてきた。以前、懇意にしている日出町の漁師さん
に頼んで底引き網漁の体験をしてもらった。正月の
アルコール気分が抜ける１月の半ば、まだ薄暗い深
江港を６時に出港し、別府湾の沖へと向かった。四
国方面よりぼんやりと明るくなる中、瀬戸内海航路
のサンフラワーが近づいて来る。当たり前ではある
が漁船に比べて巨大である。漁場へ向かう漁船と別
府港を目指すサンフラワーが 300 メートルの距離
でシンクロする。そのとき、朝日によって高崎山や
鶴見岳の山肌の明彩度が上がっていく。群青の波が
きらめきだす。日出町を振り返ると、何やら町がザ
ワザワと目覚め始めようとしている。これはもう感
動である。

明治から大正にかけて、経済の交通手段が海上か
ら陸上に変わる大きな変革の中、人間の視点は陸上
を中心に景観を考えるようになったと考えられる。
海上から陸地を眺めることはめったに無い。しかし
ながら、別府、日出、杵築の街並みが形成されたのは、
海上交通が盛んであった江戸時代である。当時の人
たちは、海上から見た港やお城の景観を考えたに違
いない。そのように考えると、別府湾岸の景観を海
上から見た場合と、陸上から眺めた場合にどうであ
るかを考察したくなってきた。即行動である。今回
の調査が、今後の別府湾岸の景観についてより望ま
しい提言ができるのではないかと考える。
◇調査の概要
⑴海上調査
・日時　平成27年11月15日㈰　9：00～17：00
・調査方法　 船から市街地の景観を調査、各寄港地

で街並み等調査
・調査場所

①楠港～②国際観光港～③亀川港（寄港～港周辺
調査）～④豊岡漁港（覚正寺・玖珠街道など）～
⑤日出港（日出城址・致道館など）～⑥大神漁港
（回天記念公園など）～⑦守江港（寄港～車で移

平成27年度 公益事業の成果 別 府 支 部

動）杵築城下町（街並み調査：酢屋の坂・佐野家
など）

⑵陸上調査
・日時　平成27年12月15日㈫　9：00～17：00
・調査方法　 自転車を使用し、海岸線の景観調査・

各ポイントで景観調査
・調査場所

①守江港～②杵築城下（橋詰公園）～③別府湾杵
築リゾート～④金輪島～⑤糸ヶ浜公園～⑥大神港
～⑦日出港～⑧豊岡パーキング～⑨上人ヶ浜公園
～⑩SPAビーチ

景観調査ルート

陸上調査の状況

海上調査の状況
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◇調査結果など
調査結果及び別府湾岸の景観に対する提言等を報

告書として取りまとめ、また、別府湾岸の景観のす
ばらしさをより広く伝え、私たちの活動を知っても
らうため、パンフレットを作成しました。

◇今後について
今後も別府湾岸の景観のすばらしさを伝え、残し

ていくために、建築士としてかかわっていきたいと
思っています。活動はもちろん楽しく！！
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十日前（８／ 19）に日田支部編集委員より、投
稿の依頼を受けた。何を書けばいいのと問えば、暫
く投稿されてないので、何か温めている物があるの
ではないですか？との事。

右から左にサッサと書けるものが有れば良いので
すが、右から左に行くのは、耳の筒抜けの話であり、
見聞したものが頭の中に残っていない昨今。

自称 38 歳と言っていたが、これも難しくなった。
……しかも廿日間で〆切との事。……突然話は変

わりますが、
先の熊本・大分地震で被災されました皆様方へ、

心よりお見舞い申し上げます。「文化財ドクター派
遣調査」熊本県の第一次調査を終え、これから大分
県の第一次調査に取り掛かる準備をしている８月末
です。熊本の被害は、新聞・ＴＶ等でご存知の通り
大変な被害です。大分県の被害も耳に入ってきます
が、これからの調査で歴然となると思います。熊本
城、阿蘇神社など言葉を失ってしまいます。これ以
外の県市町村レベルの地方文化財やこれに準ずる未
指定物にも完全倒壊（写真１）など目を覆う物件が
多数あります。

　

　
これらの修復には、数多くの人手や資金が必要と

なりましょう。地盤が強固でなければ、建物が良く
ても存在が難しい事は、今回の地震で解りました。

しかし、熊本城の隅石だけで持ちこたえた飯田丸五
階櫓（写真２）、出隅工法の算木積みには感心する
ばかりです、正に孤軍奮闘の体である。

　

石積みは「石垣」「石築地」「石塀」や「石壁」な
どに分類できると思うが、江戸期以前から我が国に
おいて伝統技術として発達してきている。しかし、
年代は下がり人力仕事から機械化が進み、伝統技法
が衰退して来た。どの分野においても技術を受け継
ぎ次代へ継承する技術者が不足、いや、居なくなっ
た。……大変なことである。

今回８月 27 日・28 日と一泊二日で、ＮＰＯ法
人「本物の伝統を守る会」の見学研修を行った。旧
佐世保無線電信所と軍艦島に長崎市の教会群を視察
研修した。キリシタン迫害解除後の西彼杵半島地区
の暮らし向きや生活様式、歴史の推移などは、この
地方の石積み文化に感じ取る事ができた思いであ
る。

石垣、石塀、石壁などの構造物は、すべて同じ
手法で築かれていた。石積みに使用されている石
は、この地方の地質である結晶片岩（剥離性に富む
変成岩）であり、扁平に加工がしやすく、厚みも持
ち運びや積み重ね作業の容易な８～ 10 センチメー
トル。長さも 20 ～ 30 センチメートル程度である。
これ等の石を大小取り揃えて順次重ね積みする。（仕
事の程度の良い石積みは厚さなどが揃っていて見栄

石 　積 　み
日田支部　養　父　信　義（Ｙ.Ｏ設計）

写真２　隅石だけで持ち堪えた飯田丸五階櫓

写真１　激しい横揺れに合い
2階床組部で折損倒壊した寺院の山門
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写真４　大平作業所跡：石積みの遺構が良く解る

えがする。急ぎ働きの仕事はゴロタ石などが交じっ
ているのもある）　　

何時のころから施工されていたかと言うと、文献
では宝暦や文久（1760．1860）頃の絵図に描か
れている由。江戸期の技法は、赤土に切り藁を混入
した練り積みである。明治に入り、キリシタン迫害
解除に伴い長崎各地に教会がたてられ、宣教師が赴
任して来る。この地にやって来たのがフランス人の
マルコ・マリー・ド・ロ神父である。ド・ロ神父は
博学であり、建築学、農学、経済学などに秀でてい
たようで、宗教だけでなく生活支援まで指導してい
た。神父は出津教会（1882 年）を建て、次年に出
津救助院など建築。1893 年下大野町 26 戸の信徒
は、出津の教会までは距離が有り、大野教会堂（写
真３）をド・ロ神父の設計の元、自分たちで建築した。

　

地元に伝わる伝統技術の石壁とド・ロ神父のもた
らした水に溶かした赤土と砂と石灰を混ぜ、石を積
み上げる（地元でド・ロ壁と呼ばれる）西洋技術と
融合した民家風の教会堂である。これらの作品が、
大野教会堂・大平作業場跡の遺構（写真４）や出津
救助院のド・ロ塀などにも数多く残る。

また、大平作業所跡から出津教会堂への道すがら
の周囲に人家はなく一戸だけ残る平屋建ての民家

（写真５）も外壁は石壁で、屋根は木骨組竹野地下
べた土置き桟瓦葺きである。おそらく明治当初頃の
建物と思うが、個々の住まいにも取り入れられた工
法であり、この地の里人には当たり前のことであり、
当然の如く自分達で加工し、作業し、建築したもの
であろう。

また、江戸期の建物の屋根は草葺き（藁・茅）で
あり、石壁の上に桁を敷き、梁を渡して叉首を組み
屋根を葺く。石壁と合わせてこの様な工法であれば
専門職（大工・石工）は必要なく自分達だけで住ま
いが完成する。私達の地域の石積みなどは、割石の
太さも大きく専門職でないと施工は難しい、しかし、
この地の石は単体の大きさが小さく、重量も軽くて
積み上げやすく、自分達だけで施工できた。こうし
て長年培ってきた石積み（写真６）の技法は、里人

写真５

写真３　大野教会堂：26戸の信徒で造った
素朴で質素な教会
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に代々受継がれてきたわけである。（某大学の文化
財関係者が見学に来て…この近辺には素晴らしい石
工さんが居ましたか？との問いが有ったとか・・そ
れだけ見事な石壁。）

　

ド・ロ神父の赴任により、里人たちを裕福にしよ
うとさまざまな産業を興す。お茶・製粉工場・マカ
ロニの製造・カンコロ芋粉（写真７）の製造（昭和
の終戦直後には輪切りにしたカンコロ芋を供出して
いたのが、左から右に走る。）などの事業を手掛けて、
信徒の発展に努めている。

大野教区で 26 戸あった信徒は、現在８戸となっ
た。出津教会も１，000 人超の信徒が、660 名になっ
たとの事。年々減少の傾向にあるとの事。では、そ
の信徒たちは何処に行ったのでしょうか。浄土真宗
に鞍替えしたのでしょうか？それとも、子供たちが
都会に出て行き人口減少によるものでしょうか。は
たまた、無宗教層になったのでしょうか。それとも、
個々が裕福になり、心のよりどころを求めなくても
良くなったのでしょうか？…。（写真８）

写真６

写真７

写真８

─ 6 ─ ─ 7 ─



大分みちくさ小道
大分みちくさ小道実行委員会

前回、大分みちくさ小道のまちあるきについて寄
稿しました。読んで頂いた方には、多少なりとも私
たち大分みちくさ小道の活動が分かって頂けたと
思って書き進めたいところですが、読み飛ばした方
の為に少しだけ説明をさせてください。

2012 年から大分のまちあるきプログラムを実施
し、今年で５年目となります。大分みちくさ小道の
まちあるきは、誘い人が案内人となり、その方が得
意とするものを案内するまちあるきが特徴です。

例えば、「建築家の事務所ツアー」～普段は入る
ことのない建築家の事務所を巡りましょう！をテー
マに、大分のまちなかにある建築家が設計した事務
所を巡り、実際に設計した建築家本人から建築家な
らではの視点で解説頂きました。

また、2015 年に実施した「帰ってきたあこがれ
のまち暮らし」は、“いつか住んでみたい。あこが
れの物件はすぐ目の前にあります”をテーマにした
プログラムです。実際にまち暮らししている誘い人
が大分市中心市街地にある物件を見学しながらまち
暮らし実現への思いを高める内容です。

公園そばの物件を借りてまち暮らしをすると、普
段見る風景とは違う風に街を見る事ができるんだと
新たな発見もありました。

また、まちなかは、１階、２階が店舗物件で３階
以上が住居物件というものも多く、眺めがよいのも
特徴。そこも良さだなと街暮らしから少し郊外暮ら
しの私は思うのです。まちなかの賃貸物件を見学さ
せて頂いて思うのが、古い間取りのものが多いこと。
現在のライフスタイルにあうような暮らしやすい間
取りで建築家の方がリノベーションした物件が増え
ると面白いだろうなと思います。建築家の皆さんが
手掛けたまちなかの素敵なリノベーション物件がで
きるのを心待ちにしつつ、そんな物件が出来上がっ
た時には、ぜひ大分みちくさ小道に声をかけてくだ
さい。そして、まちあるきでその物件を巡らせて頂
ければ、なんて想像が膨らみます。

写真は好評だった「大分市美術館のバックヤード
ツアー」のもの。今年ももうそろそろまちあるきの
季節。毎年大分みちくさ小道のまちあるきを楽しみ
に待っていてくださる方々の為にも、何かしらお伝
え出来るように、計画していますので、お待ちくだ
さいませ。そして、建築士会の皆様には、誘い人と
してのデビュ―をお待ちしています。

大分みちくさ小道　http://oitamichikomi.com/
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編集委員　井　上　雅　順

こんにちは。佐賀関支部の活動報告です。
春先から公益事業の予備調査として「伊予街道（通

称・龍馬街道）調査」を予定していましたが、雨天
による四度の延期を乗り越え、クソ暑いこの時期に
ようやく念願かなって調査を行いました。

７月 16 日の午前 11 時前に佐賀関市民センター
（幕末に勝海舟や坂本龍馬達が上陸した地点）に集
合し、案内をしてくれるボランティアガイドの方達
と合流＆ミーティング。

天気予報は「曇り一時雨」という中、やっと迎え
た調査の日に「なんとか大丈夫そう」と都合よく脳
内変換し、いざ出発です。

龍馬街道の入り口までここから 450 ｍ。まずは
中間地点にある「若

わか

御
み

子
こ

社」で黒
い

砂
さご

と真
ま

砂
さご

の二人の
海女神を祀った石碑を見学。この二人の海女の伝説
はその昔、神武天皇の時代に速吸（早吸）の瀬戸の
海底に棲む大ダコが守っていた短剣を取り上げ、そ
れを神武天皇が御東遷で来関した際に奉納。それが
早吸日女神社のご神体になっている。というもので
す。いつかその伝説の剣を一度見てみたいものです。

そして龍馬街道の入り口へ着くと、そこには峠越
えについての説明書きがあり、「明治三年に海岸沿

いの道ができるまで村人達はこの峠越えをしてい
た。三つの起伏の厳しい峠は大人の足でも一時間半
かかる。勝海舟や坂本龍馬達もこの峠を越えて鶴崎
へ向かった。」とあります。

わくわくする気持ちと帰りたい気持ちとの間で揺
れる不摂生ボディな筆者を尻目にボランティアガイ
ドのおじちゃん達は元気に登っていきます。「俺は
編集委員。記録するのが仕事だぜ！」と覚悟を決め
カメラ片手に後に続きました。

最初の峠は「有
あり

屋
や

峠」といい、比較的緩やかな峠
です。「何とかいけるんじゃね？」と思い始めた直後、
顔にぽつりと雨が…。気付かないふりをしていたら
数分後には大雨に。あわてて木陰で雨具を取り出し
たら、雨具を持っているのはほんの２、３人。ガイ
ドのおじちゃん達も「何も持ってきちょらん（笑）」
とずぶ濡れのまま峠越えを続行。「絶対この中に雨
男がいる。」と疑心暗鬼になりながらまずは有屋峠
を無事に越えました。その途端に雨も止み、陽がさ
してきたので雨具を脱ぎ再びリュックの中へ。雨上
がりの緑のむせるような匂いを大きく深呼吸しなが
ら、続いて「虎

とら

御
ご

前
ぜ

峠」を登っていきます。

佐賀関支部活動報告
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さっきから感じているのは「ボランティアガイド
のおじちゃん達の歩く速度の速さ」です！雨上がり
の落ち葉で滑りやすい山道をすごいハイペースで息
切れもせず大きな声で説明をしながら登っていきま
す。こっちは着いていくのがやっとで息も絶え絶え
なのに…。
「この階段を作ったときは苦労したんじゃ」
「この大量の土嚢袋もわしらが運んだんじゃ」
と説明してくれるおじちゃん達を見て、日頃の運動
不足と不摂生でゼーゼー言ってる自分が恥ずかしく
なりました。そしてヒィヒィ言いながらリタイアし
たい気持ちをどうにか耐えて虎御前峠の頂上へ。

虎御前の由来は昔、「虎御前」という名の尼が全
国を行脚し各地に供養塔を建てたらしく、そのうち
の１基がこの場所にあった事が由来とされ、その塔
は今も残っています。ここには大小の石塔２基と地
蔵経塚があり、大きいほうの石塔は元禄２年（1689
年）に建てられた事が書かれています。この種の石
塔としては非常に大きい物であったらしいです。ま
た、「トラ」というのは「石の傍らで修法する巫女
の呼称で集落の祈願、個人の祈祷を行い農漁の豊凶、
予言などを行う婦人の事をいう」という話もあり、
その女性祈祷師がこの地で旅人の無事を祈願してい
たからその名がついたという説もあります。ガイド
さん曰く「一説には付近に湧水もあった事から峠の
お茶屋があったのではとも言われている。」という
話を聞き、ＴＶの「水戸黄門」で八兵衛が峠の茶屋
で団子を頬張るシーンを思い浮かべ、遠い昔の旅人
達がホッと一息ついてるところを想像してしまいま
した。

虎御前峠を下り、続いて最後の難所、「篠
しの

生
う

峠」
に入ります。三つの峠越えで一番キツいのがこの峠
です。峠の途中に広場があるなと思ったら「佐賀関

合戦の際、竹田から攻め入ってきた中川公の一行が
ここで朝食をとった」と立札があり、「本当にこん
な峠を越えるしか当時は交通手段がなかったんだ。」
と思い、現代の交通社会の便利さをヒシヒシと感じ
ました。

それにしてもキツい。足がやっと前に出てる感じ。
息も絶え絶え。マジでリタイヤしようかな。でも記
録写真は撮らないと。ガイドのおじちゃん達は相変
わらずハイペースで歩き、会話も普通にしています。
この人たち…まさか妖怪？

なんとか小志生木地区に下るとガイドの別メン
バーが車で仲間を迎えに来ていて、「じゃあ私らは
これから道の駅さがのせきで昼ごはん食べるから、
あんたらはここらで各自持ってきたお弁当食べると
いいよ。後で迎えに来るから。」と言い残し消えま
した。本当に元気な老人たち。あのパワーが無いと
ボランティアで観光ガイドなんかできないのかも
…。残された建築士会メンバーは草むらに遠足シー
トを広げお弁当＆反省会。まず筆者のコメントは開
口一番「二度と行かん！！！」でした（笑）

やはりみんな口を揃えておじちゃん達の歩く速さ
に驚いてました。…よかった僕だけじゃなかった。
ちなみに今回の調査で歩いた距離は全行程約７㎞程
で、高低差 138 ｍでした。すごいぞＧＰＳアプリ！

今後の課題としては街道の整備とガイドシナリオ
を工夫することです。本番では、皆さんに来てもら
い竜馬気分に浸っていただきます。しかし良いコー
スですよ。ただし「ドＭ」な人向けですが（笑）。

以上、佐賀関支部でした。
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佐伯支部　青年部長　梅　井　達　也

2016 年８月 21日。連日の猛暑が続く中、世界は
ブラジルで開催されているリオオリンピックに熱中し、
夏の暑さを巻き込んだ熱い日が続いていた。そんな熱
さの中、佐伯支部も公益事業の新しい取り組みを今正
に始めようとしていた。【木工ワークショップ・佐伯の
木材で佐伯の大工に学ぶイス作り】である。建築士会
が公益社団法人となってから数年。佐伯支部でも色々
と思案し、公益事業を行なってきました。折り紙建築、
建築無料相談等々。そこに今回初の試みとなる木工
ワークショップが提案されました。佐伯支部としての
公益事業を青年部が主体となり準備を進めさせていた
だきました。提案者である副青年部長の河野功寛さん、
後藤好信さんを主軸とし、稼動し始めた取り組み。幾
度と無く会議を重ね、数々のこだわりを入れていきまし
た。｢親子を対象とし、物作りを通してのコミュニケー
ションを」「佐伯産の木材を使用しよう」「大工さんの
技術を入れたイスにしよう」そうしてできたのが［佐伯
産の杉と桧を使用したホゾ穴加工による組み込み式の
イス］でした。ホゾ加工を知ってもらうための資料作り、
ホゾ穴の加工、使用する道具の確保。全てを少数の
青年部員で実行し迎えた当日。

不安を抱えたままのスタートで無事にゴールできる
のか？と思ってました。しかしそんな不安を横目にワー
クショップ会場は楽しそうに作業をする親子の姿で溢
れてました。場所は佐伯市文化会館下の三余館ホール。
予定組数 12 組を超えて15 組参加を戴き、一工程毎
に資料による説明を食い入る様子で見た後、実際に自
分達で作業する子供達、そしてその作業をサポートす
るご家族の方達。紙やすりを使っての面取り、ホゾ穴
への組み込み、天板への真鍮釘の打ち込み、差し金
を使った墨付け、鋸を挽いての切り揃え。全てが子供
達には新鮮な作業のようで、失敗をしたりしながらも
終始親子の笑い声が絶えない会場となってました。無
事に作業を終えた後は全員での会場の清掃。そして自
分達で作り上げたイスに座ってかき氷を食べていただ
きました。帰路につく親子の会話で「オイルステインを
買って帰って更に仕上げよう」と言うのを聞き、確か
な手応えを感じる事ができた今回の試み。改善してい
く点もありますが、今は無事に終えて次に繋がる手応
えの余韻に部員全員浸っています。さて！来年は何を
作ろうかな？（笑）

公益事業としての新たな取り組み
木工ワークショップを終えて
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★建 物 名 称	 HOUSE	I

★建 築 場 所	 大分市

★構　　　造	 木造平屋

★用　　　途	 住居

★設　計　者	 松田周作建築設計事務所　松田周作

★施　工　者	 有限会社　ナカヤマ建材店

★設 計 趣 旨

施主のご両親が過ごす為の離れを、新築による増
築として、設計しました。
離れは、既存の山桜を正面に配置しました。
母屋と離れをつなぐ渡り廊下はガラスを多用し、
既存の庭を愛でる為の空間としました。
渡り廊下に溜まりをつくり、サンルームとするこ
とで、桜の季節には、花見の為の空間として機能し
ます。
離れの和室は、障子に木漏れ日の陰が映り込み、
10寸勾配の切妻屋根の高いトップライトからは、柔
らかい光が降り注ぎます。

★建 物 名 称	 フラワーショップ花音

★建 築 場 所	 大分県佐伯市長島町四丁目

★面　　　積	 156.50㎡

★用　　　途	 店舗併用住宅

★設　計　者	 首藤顕道建築設計事務所

★設 計 趣 旨

佐伯市内に建つ店舗併用住宅である。施主は花屋
を営んでおり、１階を店舗、２階を居住スペースと
した。店舗移転に伴う新築工事である。
外壁は軽量モルタル通気工法下地の上に、外装仕
上塗材ローラー仕上とし、ガルバリウム鋼板製の庇
をアクセントとして用いた。店舗内部にはスギ材で
横格子を製作し、差し込むだけで使用できる可動棚
板によりディスプレイの変化に対応できる計画とし
た。カウンターにも同様の格子を用い、内装のイメー
ジを統一した。
店舗の顔にもなっている、入口に設置したチェリー
材の木製建具の色の変化を楽しみながら、末永く愛
される建物になって欲しいと願っている。
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★建 物 名 称	 オリジナルボタニカル

★建 築 場 所	 大分県別府市扇山

★構造・延床面積	 木造平屋建　157.93㎡

★用　　　途	 アトリエ付き住宅

★設　計　者	 浅野住環境デザイン

★施　工　者	 ㈱浅野建設

★設 計 趣 旨

東側に別府湾、南側に樹木が望める癒しの空間。
県産材の杉を多用し、自然の持つ素材を活かした室
内意匠が造形的な住まいです。

★建 物 名 称	 別府商工会館

★建 築 場 所	 大分県別府市中央町7-8

★構造・延床面積	 ＲＣ造4階建　1642.14㎡

★用　　　途	 事務所

★設　計　者	 周設計工房

★施　工　者	 長幸・幸建設工事共同企業体
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『働く君に贈る25の言葉』著：佐々木常夫
臼杵支部　平　　　清　朗

この本は、東レ代表取締役や大阪大学客員教授を
務めた佐々木常夫が、ご自身の経験（度重なる転勤
や破綻会社の再建、妻の自殺未遂、自閉症となった
我が子の育児など、仕事でも家庭でも数々の苦難を
乗り越えてきた）を元に書き上げたビジネス書です。
しかし、ビジネスマンがキャリアアップするための
手段に焦点をあてたものではありません。

本書では、新人営業マンの「遼」へ手紙を書く形
式で、仕事を効率よく進めるための方法や落ち込ん
でしまったときの気分転換法など、若手社員に向け
た数々のアドバイスを綴るという形となっています
が、本書の主眼はあくまでも「心構え」となってい
ます。
「心構え」というと固いイメージですが、父親が子
供に話しかけるかのような口調で書かれており、優
しいながらも説得力のある言葉がたくさん詰まって
います。

私がこの本と出合ったのは 30 代後半にさしか
かったときで、「10 年前に読みたかった。」と心底
思いましたが、その時はこの本が存在していません
ので、仕方がありません。

また、若い世代対象ではありますが、若い世代以
上（40 代？～）　の世代の方々の心にも響く言葉が
たくさんつまっていますので、皆様にお勧めいたし
ます。また、年配の方であれば、若い世代の方への
プレゼントとしても良い本であると思います。

仕事と人生に悩んだときに、心の支えになってく
れる一冊ですので、是非ご一読のほどを！

佐伯支部　北　口　芳　康
「あらゆる造形活動の終局目的は建築である！」　

「バウハウス・歴史と理念」のプロリーグ創立宣言
学生運動も終焉を迎える 80 年代の初め頃、デザイ
ン科の学生であった私と友の二人は、建築の世界へ
の道を模索して、やがて建築士となる。

阪神・淡路、東日本、そして熊本、大地震の波が
身近にせまる、地震や津波に破壊された原風景を前
に、建築に携わる者として言葉が見つからない。過
去に手にした本の言葉を思いだしました。
「収容所では、1 日の長さは 1 週間より長い」収容
所における人間の存在は「期限なき仮の状態」と定
義し、時間体験は、過酷な状況にある 1 日は限り
なく続く様に思われ、週は気味悪い程早く過ぎ去っ
て行くように思われる。

強制収容所から奇跡的な生還を果たした精神科
医ヴィクトル・Ｅ・フランクル「夜と霧」の中の 1
文です。

目を覆いたくなるような、陰惨な過酷な状況にあ
りながら本の表紙の帯にも記されていますが、人間
の偉大と悲惨を静かに描いています。

この本には、生きる事の意味、人生とは何かを問
い、人間には絶対に奪うことが出来ないものがある、
それは「与えられた運命に対して自分の運命を選ぶ
自由、自分のあり方を決める自由である」と書かれ
ています。

拙い解説はこの辺りで終えます。
この本は勇気を与えられ、生きる希望を見いだせ、

魂を揺さぶる力を持っている、と書評にあります。
そしてこの本が被災地で良く売れているそうです。
「戦いにより焼土と化し
た町」と題された一文、
反対の砲火の中町の明日
を見据えた首長の決断

「焼野原で住宅を少しく
らい建っても乗り越えら
れない困難さがある、音
楽堂を造ることが生きる
希望となる。」副題とし
て「建築の持つ力」。
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★生　　年　　昭和54年生まれ
★勤 務 先　　玖珠町役場
★趣　　味　　旅行、ジョギング、登山、アウトドアクッキング
★将来の夢、モットー等

３年前に再入会しました、後藤聖和です。
13 年前、中途で玖珠町役場への採用が決まってから、本会とは疎

遠となっていました。そのような中、以前勤めていた建設会社の社長
から久々に電話があり、何事かと思いつつ話を伺うと「玖珠で士会に
入らんなら、佐賀関支部に戻ってこい」とのことでした。辞めてから
10 年近く経つのにもかかわらず気にかけていただいていることにあ
りがたいと思いつつ、丁重にお断りをし地元である玖珠支部で再入会
することを決めました。

玖珠支部は若者が非常に少ないので、当面は青年部層の会員を増やすことに頑張りたいと思ってい
ます。

将来は、大好きなバンコクに移住して、チャオプラヤ川の風に吹かれながら、昼真から気楽にビー
ルを飲む日々を過ごしたいと考えています。

日本での生活に悔い残すことなく旅立てるよう、仕事と建築士会の活動に全力で頑張ります。

★生　　年　　昭和59年生まれ

★勤 務 先　　有限会社　宇野建築事務所

★趣　　味　　野球、ゴルフ

★将来の夢、モットー等

初めまして。日田市の有限会社宇野建築事務所の宇野と申します。

前職は児童向けの野球インストラクターをやっておりました。

4 年前に日田に帰ってきて、建築の仕事に係っていく中でたくさん

の先輩の方々と出会い、日々刺激をもらっています。これから、人と

人の出会い・繋がりの多く感じられる建物・まちづくりに多く係って

いきたいと思っております。

日田支部だけではなく、他支部の方々とも色々な情報を交換していきたいと思っておりますので今

後とも宜しくお願い致します。

後藤　聖和（玖珠支部）

宇野　洋平（日田支部）

豊後大野支部我が街の建築士紹介
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★生　　年　　平成５年生まれ

★勤 務 先　　㈲宮川設計工房

★趣　　味　　ペットと遊ぶこと

★将来の夢、モットー等

今年大学を卒業し、建築士会宇佐支部に入会させて頂いた宮川栞季

と申します。よろしくお願いします。

将来の夢は、現在犬（ミニチュアダックスフンド）を２匹飼ってお

りこれからもペットと暮らしていきたいと思っているので、いつか自

分でペットと過ごしやすい家を設計し住んでみたいと思っています。

今はまだわからないことばかりですが、少しずつ色々なことを学んでいきたいと思っています。

これからもよろしくお願いします。

宮川　栞季（宇佐支部）

豊後大野支部我が街の建築士紹介
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東京都内にある対照的な
２つの国宝建造物

国宝建造物は全国、132 箇所に点在しているこ
とは、以前にもこのカラムで述べた通りです。ちな
みに全国 47 都道府県のうち 33 都府県に国宝建造
物が存在している一方、14 道県には、国宝建造物
は存在していません。しかし毎年のように、新たに
国宝建造物の指定があり、その数は増え続けていく
ことが予想されます。国宝建造物空白の道県もこれ
から減っていく可能性もあります。

そんな中、今回は、大分からは遠方とはいえ読者
のみなさまも出張等で訪問される機会も多い東京都
内に２つのみ存在する国宝建造物について、紹介し
たいと思います。

まず、１つ目は東京都心（港区元赤坂）にある迎
賓館赤坂離宮です。明治 42 年（1909 年）東宮御
所として、片山東熊の指揮のもとで造られました。
国宝建造物の中で唯一の非木造建築で、鉄骨補強レ
ンガ造のネオ・バロック様式の建物です。内閣府が
管理している建物で、見学には事前予約が必要です
が、予約なしでも当日枠の入場券（予約の有無に拘
わらず千円が必要）を現地で入手できれば、入場は
可能です。交通の便も良く、地下鉄四ツ谷駅から徒
歩 10 分程度です。見学方法については、内閣府の
ホームページに詳しく出ていますのでご確認くださ
い。かなりの大規模建築であり、内部の各部屋の内
装は絢爛豪華そのものです。また、裏手の庭園も一
見の価値ありです。室内は撮影禁止なので残念なが
ら、ここで建物内部をお見せすることはできません。

２つ目は、国宝・正福寺地蔵堂です。東村山市に
あります。室町時代1407年の建立。迎賓館とは違っ
てアクセスはお世辞にも良いとは言えません。西武
新宿線東村山駅から徒歩 10 分程度です。ここを数
年前に訪れたことがあります。東村山駅を降り立つ
と、駅前にお菓子屋さんがあり、入ってみると「だ
いじょうぶだァ饅頭」というお菓子が並んでいまし
た。奇妙なネーミングに、もしやと店員さんに訪ね
てみると、ここ東村山市は、人気コメディアン「志

村けん」の出身地とかで、彼の一番ギャグからのネー
ミングとのことでした。さて、国宝・地蔵堂は、典
型的な禅宗様の建物で、鎌倉にある国宝・円覚寺舎
利殿にそっくりの建物です。実は、ここを訪ねたそ
の足で鎌倉まで移動して、正福寺とそっくりな円覚
寺舎利殿も拝見しました。このように、全国各地の
国宝建造物を見て回っていると、これとあれは似て
いるとか、ここがちょっと違うといった比較が感じ
られるようになります。これも、国宝建物巡りの魅
力のひとつかもしれません。これら２つの国宝建造
物を東京出張の空き時間に訪れてみては如何でしょ
う。

マーボーの旅先日記　
会長　井　上　正　文

その5
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